
東京スポット、ドバイ原油上昇。 

1998 年 7 月 10 日（日本経済新聞朝刊 29 ページ） 

九日の東京原油スポット市場の中東産ドバイ原油は上昇し、八

月渡しは前日比 0.45 ドル高の 1バレル 11.75 ドル（中心値）と

なった。ナイジェリアの政情不安を受けて前日のニューヨーク

原油先物相場が反発したため、東京でも買いが先行した。 

東京原油スポット、ドバイ小反発。 

2008 年 5 月 27 日（日本経済新聞朝刊 27 ページ） 

東京原油スポット市場の中東産ドバイ原油の価格は小反発。二

十六日の終値は 1 バレル 126.15 ドル（中心値）となり、前週末

比で 0.05 ドル高い。前週末のニューヨーク原油先物相場が上昇

した流れを引き継いだ。 

10 年間で 10 倍以上もの大幅な価格上昇を見せる原油。 

その背景には、中国やインドを始めとする新興国での資源・エ

ネルギー需要の高まりがあることは周知の事実である。 

資源・エネルギーの確保を目指した各国の戦略的な行動の激し

くぶつかり合う状況がこの世紀を特徴づけるものと言えよう。 

そうした状況は他方で、 

地球環境問題の深刻化を招くことにもなっている。 

資源・エネルギーの消費に支えられた経済発展のもたらす一つ

の帰結は、大量の温室効果ガスであり、 

また様々な汚染物質なのである。 

かつてドラッカー（1985：邦訳 p.43）＊は、 

「企業家とは、変化を探し、変化に対応し、 

変化を機会として利用する者である」ことを指摘した。 

今日の状況はまさに、真の企業家の出現を要請するものであり、

環境・資源・エネルギー問題を巡る国家規模での戦略行動を正

しく認識する企業家精神の陶冶が、 

今日の産業界には求められているのである。 

設立 2 年目の AIBS 学会「日中エグゼクティブセミナー」は、

独立行政法人石油天然ガス・金属鉱物資源機構（JOGMEC）石

油開発支援本部 竹原美佳氏、日本経済新聞社編集局アジア部長 

後藤康浩氏、亜細亜大学大学院アジア・国際経営戦略研究科 

矢澤信雄氏をお迎えし、大変革期にある時代の流れを、 

環境・資源・エネルギーの側面から掴み取ると同時に、 

「日中ビジネス」の新たな局面を探り出して参ります。 

席数に限りはございますが、学会員ならびに関係各位の 

積極的なご参加を心よりお待ち申し上げております。 
＊ Drucker,P.F., Innovation and Entrepreneurship: Practice 
and Principles,Harpercollins,1985（上田惇生, 佐々木実智男

訳,『イノベーションと企業家精神―実践と原理』,ダイヤモン

ド社,1985）. 

 

アジア・国際経営戦略学会

会 長 池島政広

前亜細亜大学学長

亜細亜大学大学院アジア・国際経営戦略研究科委員長

【学会費ご案内】 
個人会員（正会員／準会員とも） 1 万円（お一人様）

団体会員（正会員／準会員とも） 5 万円（お一口） 

学生会員 3 千円（お一人様）

アジア・国際経営戦略学会 
「 A I B S 日 中 エ グ ゼ ク テ ィ ブ セ ミ ナ ー 」

日中ビジネスを巡る環境・資源・エネルギー問題

協力： 独立行政法人石油天然ガス・金属鉱物資源機構

 株式会社学生情報センター 

 財団法人社会経済生産性本部 

開 催 日： 2008 年 7 月 7 日（月） 
時 間： 16：00～20：30 
会 場： ナジックプラザ東京 
東京都渋谷区神宮前 5-52-2 青山オーバルビル 15F 

東京メトロ 表参道駅 B2 出口 徒歩 5 分 

参 加 費： 学会員無料 
懇 親 会 費： 個人会員 2 千円 
 学生会員 1 千円 
【プログラム】 
16：00～16：15 学会総会 

16：15～16：55 講演 
「 中 国 の 石 油 安 定 供 給 戦 略 」

【講演者】 

竹 原 美 佳 氏 

独立行政法人石油天然ガス・金属鉱物資源機構（JOGMEC） 石油開発支援

本部調査部調査課主任研究員 

（北京大学留学後、石油公団入団。中国室、企画調査部（中国担当）を経て、

2004 年 3 月から現職（中国、中央・西アフリカ担当）。） 

16：55～17：35 講演 
「 中 国 経 済 の 成 長 と 環 境 リ ス ク 」

【講演者】 

矢 澤 信 雄 氏 

亜細亜大学大学院アジア・国際経営戦略研究科 特任教授 

（独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構、（財）政策科学研究所

等を経て現職） 

17：40～18：20 講演 
「 エ ネ ル ギ ー ・ 環 境 を め ぐ る 今 後 の 日 中 関 係

－ ビ ジ ネ ス の 視 点 か ら 」

【講演者】 

後 藤 康 浩 氏 

日本経済新聞社編集局 アジア部長 

（日本経済新聞社入社後、東京本社社会部、国際部、東京本社産業部、東京

本社産業部編集委員、論説委員兼務、編集局国際部兼産業部次長を経て、

2008 年から現職。バーレーン支局、欧州総局（ロンドン）、中国総局（北京）駐

在を経験。） 

18：30～20：30 懇親会（事前登録必要） 

【参加申し込み方法】学会事務局宛電子メールにて、懇親会参加有無をお知

らせください。メールには、ご氏名、ご所属を明記ください。 

宛先電子メールアドレス：aibs＠hotmail.co.jp 



アジア・国際経営戦略学会入会のご案内 

【学会の目的】 

アジア・国際経営戦略学会は、アジア諸国での企業の国際的な戦略行動に関心を有する、わが国およ

びアジア各国の研究者、実務家、学生、企業などの団体に対して、アジア・国際経営戦略の諸問題につ

いて総合的な研究を促進・啓蒙・普及・教育する事業を行い、アジア・国際ビジネスの発展と公益の増

進に寄与することを目的とします。 

【事業】 

アジア・国際経営戦略学会は、学会の目的を達成するため、次の事業を行います。 
 研究発表会の開催および研究助成等による、アジア・国際経営戦略に関わる学術調査・研究事業 
 講演会・セミナーの開催等によるアジア・国際経営戦略に関わる啓蒙・普及・教育事業 
 研究成果を公表するための雑誌発行とそれに関わる編集事業 
 その他、この団体の目的達成に必要な事業 

【会員種別】 

（1） 個人正会員 本学会の目的に賛同して入会した個人 
（2） 団体正会員 本学会の目的に賛同して入会した団体 
（3） 個人準会員 本学会の目的に賛同し賛助するため入会した個人 
（4） 団体準会員 本学会の目的に賛同し賛助するため入会した団体 
（5） 学 生 会 員 アジア・国際経営戦略を学ぶ高等教育機関在籍学生個人 
（6） 名 誉 会 員 本学会の目的に賛同し，本学会が推薦する個人 

【入会資格】 

会員の入会については、特に条件を定めていません。アジア諸国での企業の国際的な戦略行動に関心

を有する、わが国およびアジア各国の研究者、実務家、学生、企業などの団体であれば、どなたでも参

加できます。 

【入会手続き】 

電子メールにて学会事務局宛（aibs@hotmail.co.jp）に、学会入会申し込みであることを明記し、ご

氏名、ご所属、郵便番号、住所をご連絡ください。ご連絡後、郵便振替口座番号（00120-5-373167、

アジア・国際経営戦略学会）まで所定の会費をお振込みください。手続き完了後、学会定款などをメー

ルにて送信いたします。 

【会費】 

個人会員（正会員／準会員とも） 1 万円（お一人様） 
団体会員（正会員／準会員とも） 5 万円（お一口） 
学生会員 3 千円（お一人様） 

【研究部会】 
ア ジ ア ビ ジ ネ ス 研 究 部 会： アジア・中国での日本企業の戦略行動を深く研究し、直面する課題への対応や新たなビジネスモデル

の探索を目的とする 
アジア生産性人材開発研究部会：アジア・中国地域における環境・資源エネルギー・食糧問題などのマクロな動向を展望し、同地域で

事業展開する企業における、生産性の向上とそれを支える人材の育成に関する実践方策の探索を目的

とする 
A B C / A B M 研 究 部 会： 企業の長期に渡る維持と発展の基盤となる財務構造を分析し、そのための経営政策を検討する戦略会

計領域での重要な分析手法となる ABC/ABM（活動基準原価計算/活動基準管理）を用い、アジア・中

国地域に展開する日系企業の財務構造を分析する。 
コンテンツビジネス研究部会： 成長が期待されるコンテンツビジネスの戦略を分析する。この分野の発展には、アジアとの共生、と

りわけ日中で連携して中国・世界市場を睨んだコンテンツの開発が必要となる。このビジネスの展開

を知的財産、ファイナンス、マーケティング等の側面から検討する。 


